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1

地域の歴史

一
．
尾
州
産
地
の
始
ま
り

尾
張
西
部
で
は
古
く

か
ら
養
蚕
が
さ
か
ん
で

絹
織
物
も
織
ら
れ
、
元げ

ん

禄ろ
く

期
に
お
い
て
も
木
曽

川
両
岸
に
桑
畑
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一

方
、
十
八
世
紀
ま
で
に

は
現
在
の
一
宮
市
域
に

広
く
綿
作
地
帯
が
形
成

さ
れ
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
綿
織
物
生
産
が
発
展
し
て

い
き
ま
す
。

二
．
絹
・
綿
織
物
か
ら
毛
織
物
へ

明
治
後
期
、
こ
の
地
方
は
国
内
向
け
絹け

ん

綿め
ん

交こ
う

織
し
ょ
く

物も
の

を

生
産
し
、
複
雑
な
柄
と
手
工
業
的
技
術
に
よ
る
製
品
の

多
様
性
で
産
地
の
優
位
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
市
場
で

の
競
争
で
次
第
に
不
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と

き
、
新
た
に
登
場
し
た
毛
織
物
生
産
へ
の
転
換
が
生
じ

ま
す
。
古
代
よ
り
麻
、
絹
、
綿
、
絹
綿
と
素
材
が
変
化

し
て
き
た
尾
州
織
物
で
す
が
、
積
み
上
げ
て
き
た
知
識
・

技
術
を
毛
織
物
に
生
か
す
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
頃
、
宮み

や

地じ

花は
な

池い
け

村
（
現

在
の
一
宮
市
大や

ま

和と

町
ち
ょ
う

）
の
酒
井
理
一
郎
と
三さ

ん

条
じ
ょ
う

村
（
現

在
の
一
宮
市
三
条
）
の
加
藤
平
四
郎
が
輸
入
毛
織
物
、

※

セ
ル
ジ
ス
を
ま
ね
て
和
服
用
の
着き

じ
ゃ
く尺

セ
ル
を
試
織
し

ま
す
が
、
仕
上
げ
の
設
備
が
な
く
挫
折
し
ま
す
。
毛
織

物
は
「
紡
績
・
撚ね

ん

糸し

」（
原
料
か
ら
糸
を
作
る
）、「
企
画
・

製せ
い

織
し
ょ
く

」（
設
計
書
作
り
と
織
り
）、
「
染
色
整
理
」（
仕
上

げ
）
と
多
く
の
工
程
を
経
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

現
在
の
尾
州

産
地
で
は
こ

の
工
程
す
べ

て
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す

が
、
当
時
は

毛
織
物
特
有
の
「
染
色
整
理
」
の
知
識
・
技
術
が
乏
し

く
、
道
半
ば
で
断
念
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ

う
し
た
中
、
先
覚
者
と
し
て
現
れ
た
の
が
片
岡
春
吉
で

し
た
。

※ 

セ
ル
ジ
ス
（
サ
ー
ジ
）
：
梳そ

毛も
う

糸し

を
用
い
た
綾

あ
や

織お
り

の
毛

織
物
。
当
初
輸
入
さ
れ
た
が
、
平

ひ
ら

織お
り

の
国
産
品
が
生
ま
れ
、
セ

ル
と
呼
ん
で
和
服
用
と
し
て
普
及
し
た
（
着
尺
セ
ル
）
。
梳
毛

糸
は
羊
毛
繊
維
か
ら
良
質
な
、
繊
維
長
の
長
い
繊
維
を
選
び
出

し
、
繊
維
の
方
向
を
そ
ろ
え
て
紡
績
し
た
糸
。

三
．
本
格
的
な
毛
織
物
を

　
　
作
り
上
げ
た
片

か

た

岡
お

か

春
は

る

吉
き

ち

片
岡
春
吉
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
岐
阜
県
石い

し

津づ

郡
多た

良ら

村
（
現
在
の
大
垣
市
上
石
津
町
）
に
生
ま
れ
、

十
一
歳
で
織し

ょ
っ
き機

部
品
で
あ
る
筬お

さ

羽は

の
製
造
業
者
に
年
季

奉
公
に
出
ま
し
た
。
二
十
歳
の
時
、
愛
知
県
海か

い

東と
う

郡
津

島
町
（
現
在
の
津
島
市
）
の
「
孫
筬
」
と
し
て
知
ら
れ

た
筬
製
造
業
者
、
片
岡
孫ま

ご

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
婿
養
子
に
な
り
ま
す
。

織
物
業
へ
転
じ
よ
う
と
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）

年
、
全
国
の
機
業
地
を
巡
り
、
毛
織
物
に
目
を
付
け
、

東
京
モ
ス
リ
ン
紡
織
株
式
会
社
（
現
在
の
ダ
イ
ト
ウ
ボ

ウ
株
式
会
社
）
に
見
習
い
職
工
と
し
て
入
社
し
ま
す
。

二
年
後
に
帰
郷
す
る
と
片
岡
は
綿
毛
交
織

※

モ
ス
リ

ン
の
製
織
を
始
め
ま
し
た
が
、
染
色
整
理
の
技
術
が
伴

わ
ず
未
完
成
に
終
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
時
流
行
し
て

い
た
ド
イ
ツ
製

洋
服
地
セ
ル
ジ

ス
を
模
し
た
、

和
服
用
セ
ル
の

試
織
に
転
じ
ま

し
た
。
セ
ル
を

織
る
た
め
、
当

時

の

農

家

が

使
っ
た
一ひ

と

幅は
ば

織

り
の
織
機
を
改

造
、
片
岡
式
と

呼
ば
れ
る
二ふ

た

幅は
ば

織
機
を
開
発
し

尾
び

州
し ゅ う

を「毛織王国」に押し上げた

先駆者たち

一
宮
市
を
中
心
と
す
る
毛
織
物
産
地
は
、
現
在
「
尾

州
産
地
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
同
市
の
他
、
稲
沢
市
・

津
島
市
・
江
南
市
・
岐
阜
県
羽
島
市
等
の
地
域
が
、
こ

の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
、
尾
張
西
部

地
域
を
「
尾
西
」
と
称
し
、
そ
の
織
物
を
「
尾
西
織

物
」
と
呼
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

尾
州
産
地
は
、
木
曽
川
の
豊
か
な
恵
み
を
活
か
し
て

発
展
を
続
け
、
優
れ
た
技
術
、
品
質
の
高
さ
か
ら
イ
ギ

リ
ス
の
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
イ
タ
リ
ア
の
ビ
エ
ラ

と
並
ぶ
「
世
界
三
大
毛
織
物
の
産
地
」
で
あ
り
、
「
毛

織
王
国
」
と
称
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
現

在
で
も
日
本
国
内
の
毛
織
物
の
う
ち
六
〇
～
七
〇
％
が

尾
州
産
地
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
や
苦
難
を
乗

り
越
え
た
尾
州
の
毛
織
物
業
者
た
ち
の
結
束
力
、
先
見

性
に
優
れ
た
先
人
た
ち
の
地
道
な
探
求
の
積
み
重
ね
が

あ
り
ま
し
た
。
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荷
車
で
運
び
、
他
業

者
と
一
日
交
代
で
学

校
の
機
械
を
借
用
し

ま
し
た
。

そ
の
頃
清
太
郎
は

京
都
の
整
理
会
社
の

見
学
を
許
さ
れ
、
整

理
機
械
を
見
て
戻
っ

て
来
る
と
三
本
ロ
ー

ル
機
の
考
案
に
熱
中
。
名
古
屋
の
鍛
冶
屋
と
と
も
に
完

成
さ
せ
ま
す
。
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
機

業
家
六
名
の
保
証
で
銀
行
等
か
ら
融
資
を
受
け
、
幅は

ば

出だ
し

機き

を
据
え
付
け
た
の
に
続
き
、
土
地
建
物
を
買
収
し
、

楊よ
う

柳
り
ゅ
う

機き

・
毛け

焼や
き

機き

・
艶つ

や

出だ
し

機き

・
三
本
ロ
ー
ル
機
・
竪た

て

蒸む
し

機き

を
備
え
た
工
場
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
機
械
化
さ
れ

た
整
理
工
場
の
出
現
は
、
織
物
を
織
っ
て
も
仕
上
げ

が
で
き
な
い
と
い
う
機
業
家
た
ち
の
悩
み
を
解
消
し
、

こ
の
地
方
の
毛
織
物
業
発
展
の
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。六

．
尾
州
ウ
ー
ル
の
現
在

先
人
た
ち
が
苦
心
し
て
育
て
上
げ
た
尾
州
の
毛
織
物

「
尾
州
ウ
ー
ル
」
は
、
高
い
品
質
は
も
ち
ろ
ん
、
多
種

多
様
な
素
材
の
組
み
合

わ
せ
や
新
た
な
表
情
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
生
み

出
し
続
け
、
国
内
外
の

ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
信

頼
を
集
め
て
い
ま
す
。

尾
張
西
部
の
地
場
産

業
振
興
を
目
指
す
尾
州

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将

来
の
繊
維
産
業
、
尾
州

産
地
を
担
う
人
材
を
育

て
よ
う
と
、
平
成
十
七

（
二
〇
〇
五
）
年
か
ら

「
尾
州
イ
ン
パ
ナ
塾
」

ま
し
た
。
懸
案
の
整
理
工
程
で
は
ア
ル

コ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
大
き
く
し
た
ガ
ス
焼
機

を
作
り
、
艶
出
し
ロ
ー
ル
機
の
代
用
と
し

て
大
型
ア
イ
ロ
ン
を
使
う
な
ど
苦
心
を
重

ね
た
結
果
、
セ
ル
製
織
に
成
功
。
明
治
三

十
四
（
一
九
〇
一
）
年
十
一
月
、
第
五
回

愛
知
県
五
二
品
評
会
に
純
毛
着
尺
セ
ル
を
出
品
し
銅
賞

牌は
い

を
受
け
ま
し
た
。
片
岡
の
着
尺
セ
ル
は
次
第
に
そ
の

品
質
の
良
さ
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 

モ
ス
リ
ン
：
梳
毛
の
単
糸
を
使
い
平
織
り
し
た
毛
織
物
。

四
．
機
業
家
を
熱
心
に

　
　
啓
発
指
導
し
た
柴

し

ば

田た

才
さ

い

一
い

ち

郎
ろ

う

片
岡
が
着
尺
セ
ル
製
織
に
着
手
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
愛
知
県
立
工
業
学
校
（
後
の
愛
知
県
立
愛
知

工
業
高
等
学
校
）
が
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
沖
守も

り

固か
た

知
事
や
実
業
界
か

ら
懇
請
さ
れ
初
代
校
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
が
柴
田

才
一
郎
で
す
。
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
、
東
京
職

工
学
校
（
後
の
東
京
工
業
大
学
）
化
学
工
芸
科
を
卒
業

後
、
足あ

し

利か
が

織
物
講
習
所
等
で
勤
務
し
、
明
治
二
十
五
（
一

八
九
二
）
年
に
母
校
の
助
教
授
に
な
り
ま
す
。
そ
の
三

年
後
か
ら
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
織
物
学
校
に
約

二
年
間
留
学
、
帰
国
後
、
教
授
に
昇
任
し
ま
し
た
。

愛
知
県
立
工
業
学
校
の
本
科
は
染
色
科
（
機
織
分
科
・

色
染
分
科
）
と
図
案
科
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
同

時
期
に
名
古
屋
高
等
工
業
学
校
（
現
在
の
名
古
屋
工
業

大
学
）
を
誘
致
、
こ
こ
に
も
機
織
科
と
色
染
科
を
設
置

し
ま
す
。
柴
田
は
同
校
の
機
織
科
長
も
兼
任
し
ま
し
た
。

染
色
・
整
理
・
織
機
の
機
械
は
、
名
古
屋
高
等
工
業
学

校
の
実
習
工
場
に
両
校
の
機
械
を
設
置
、
共
同
使
用
し
、

特
に
整
理
工
場
に
は
英
独
仏
か
ら
輸
入
さ
れ
た
最
新
式

機
械
が
一ひ

と

揃そ
ろ

い
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
生

徒
実
習
の
他
、
整
理
の
手
段
を
持
た
な
い
業
者
の
依
頼

で
染
色
整
理
作
業
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
専
業
の
整
理

業
者
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
こ
の
実
習
工
場
が
尾
張
地

方
唯
一
の
整
理
の
担に

な

い
手
で
し
た
。

片
岡
が
着
尺
セ
ル
を
出
品
し
た
愛
知
県
五
二
品
評
会

で
、
足
利
織
物
が
技
術
的
に
進
歩
し
て
い
る
の
を
見
て
、

こ
の
地
方
の
機
業
家
ら
は
刺
激
を
受
け
、
笠
松
の
織
物

商
、
起

お
こ
し

の
機
業
家
ら
と
柴
田
の
主
唱
で
「
一つ

い

日た
ち

会か
い

」
と

い
う
研
究
組
織
を
結
成
し
ま
す
。
毎
月
一
日
の
会
合
に

柴
田
や
同
校
教
諭
が
出
張
し
、
紡
織
・
色
染
・
仕
上
・

図
案
の
技
術
的
講
演
や
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
柴
田
は

こ
の
会
で
手
工
業
か
ら
機
械
工
業
へ
の
切
り
替
え
、
新

し
い
機
械
類
の
使
用
を
奨
励
し
ま
し
た
。

五
．
整
理
技
術
の
機
械
化
に

　
　
貢
献
し
た
墨

す

み

清
せ

い

太た

郎
ろ

う

明
治
時
代
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
織
物
の
整
理
は
、

江
戸
末
期
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
砧

き
ぬ
た

打
ち
に
よ
る
艶
出
し

で
し
た
。
「
艶つ

や

金き
ん

」
の
屋
号
を
持
つ
墨
宇う

吉き
ち

も
、
艶
出

し
を
手
掛
け
る
業
者
、
艶
屋
の
ひ
と
り
で
し
た
。

日
露
戦
争
の
頃
に
な
る
と
先
進
地
の
足
利
（
栃
木
県
）

で
は
す
で
に
織
物
の
整
理
が
機
械
化
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
地
方
で
は
旧
来
の
砧
打
ち
で
、
製
品
の
市
場

価
値
に
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
小こ

信の
ぶ

（
現

在
の
一
宮
市
小
信
中な

か

島し
ま

）
の
機
業
家
、
筧

か
け
い

勝
三
郎
は
墨

宇
吉
に
対
し
息
子
の
清
太
郎
を
足
利
に
修
行
に
出
す
よ

う
説
得
し
ま
す
。
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
十

九
歳
の
清
太
郎
は
九
か
月
修
行
し
て
足
利
の
整
理
技
術

を
習
得
、
同
地
か
ら
整
理
機
械
を
購
入
し
ま
し
た
。

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
、
艶
金
は
苅か

り

安や
す

賀か

（
現

在
の
一
宮
市
大
和
町
苅
安
賀
）
の
中
野
鶴
次
郎
か
ら
純

毛
着
尺
セ
ル
の
整
理
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
不
十
分
な

出
来
で
し
た
。
一
方
、
小
信
の
長
谷
川
伊
蔵
は
京
都
で

セ
ル
を
整
理
し
好
評
を
博
し
ま
す
。
そ
こ
で
艶
金
は
、

当
時
、
清
太
郎
が
柴
田
校
長
ら
に
技
術
指
導
を
受
け
て

い
た
愛
知
県
立
工
業
学
校
の
整
理
機
械
を
利
用
す
る
こ

と
に
し
、
名
古
屋
ま
で
の
道
の
り
を
セ
ル
を
背
負
う
か

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
分
野
の
専
門
家
の
講
義
・
指

導
を
通
し
て
繊
維
の
基
礎
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
パ

レ
ル
製
品
の
製
作
ま
で
深
く
学
び
、
地
元
企
業
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
。
卒
業
制
作
で
紡
績
・
糸
染
・

製
織
・
整
理
を
経
て
ア
パ
レ
ル
製
品
の
制
作
も
行
う
な

ど
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
州
産
地
の
象
徴
で
あ
る
「
の
こ
ぎ
り
屋
根
工
場
」

は
今
も
な
お
一
宮
市
内
に
二
千
棟
ほ
ど
残
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
往
時
の
面
影
を
伝
え
ま
す
。
大
正
元

（
一
九
一
二
）
年
創
業
、
玉た

ま

ノの

井い

の
葛く

ず

利り

毛
織
工
業
株

式
会
社
の
建
物
群
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
工
場
も
あ
り
、
篭か

ご

屋や

の
平
松
毛
織
株
式
会
社
の

工
場
建
屋
は
「
の
こ

ぎ
り
二
」
と
名
を
変

え
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

貸
ア
ト
リ
エ
と
し
て

活
用
さ
れ
、
カ
フ
ェ
・

店
舗
も
併
設
、
人
々

の
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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が
運
搬
し
、
扇
状
地
に
堆
積
さ
せ
た
砂さ

礫れ
き

と
の
関
わ
り

が
強
く
感
じ
ら
れ
、
西
辺
で
は
木
曽
川
の
流
れ
が
緩
や

か
に
な
っ
て
堆
積
し
た
砂
が
形
作
る
景
観
が
見
ら
れ
ま

し
た
。二

．「
丸
石
」
の
輸
送
中
継
点

　
　
と
し
て
の
北
方

木
曽
川
中
流
域
で
は
人
々
が
船
を
使
っ
て
川
底
や
河

原
か
ら
石
を
採
取
し
て
生な

り

業わ
い

と
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

「
丸
石
」「
玉
石
」
と
呼
ば
れ
た
そ
の
石
（
以
下
、
「
丸

石
」
）
は
、
建
築
資
材
と
し
て
、
建
物
の
基
礎
や
石
垣

等
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
古
く
は
一
宮
市
浅あ

ざ

井い

町
ち
ょ
う

に
残

る
浅
井
古
墳
群
の
石
室
も
、
丸
石
を
使
っ
て
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

木
曽
川
が
流
れ
を
変
え
る
地
点
に
位
置
す
る
北
方
村

（
現
在
の
一
宮
市
北
方
町
北
方
）
の
住
民
も
漁
や
水
運

の
他
、
採
石
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
十
（
一

九
五
五
）
年
頃
ま
で
採
石
に
携
わ
る
船
頭
が
多
く
、
船

に
石
を
積
み
込
む
音
や
、
石
を
船
か
ら
下
ろ
す
と
き
の

石
の
音
が
遠
く
ま
で
こ
だ
ま
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
木
曽
川
中
流
域
で
採
取
さ
れ
た
丸
石
は
近
郊

の
み
な
ら
ず
、
名
古
屋
や
伊
勢
湾
沿
岸
に
も
運
ば
れ
建

築
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
北
方
村
は
、
遠
方

に
輸
送
さ
れ
る
丸
石
の
集
積
地
の
役
割
も
果
た
し
て
お

り
、
周
辺
で
採
取
さ
れ
た
丸
石
が
、
こ
こ
か
ら
木
曽
川

を
下
る
大
型
の
船
に
積

ま
れ
運
ば
れ
て
行
き
ま

し
た
。

北
方
村
宝ほ

う

江え

で
石

材
運
搬
販
売
を
家
業

と
し
、
昭
和
初
期
か
ら

十
数
年
、
船
に
乗
り
木

曽
川
を
行
き
来
し
た
人

物
の
証
言
に
よ
り
ま
す

と
、
彼
は
北
方
に
集
め

ら
れ
た
丸
石
や
グ
リ
石

（
基
礎
工
事
や
地
盤
の

固
め
に
用
い
る
、
あ
ま

地域の治水・利水

木曽川扇状地と

その扇端での暮らし

木
曽
川
は
、
木
曽
谷
と
松
本
平
の
分ぶ

ん

水す

い

嶺れ

い

で
あ
る
鉢は

ち

盛も

り

山や

ま

を
源
流
と
し
、
木
曽
山
脈
の
西
側
を
流
れ
、
可
児

市
今い

ま

渡
わ
た
り

で
飛
騨
川
と
合
流
、
日
本
ラ
イ
ン
を
抜
け
犬
山

に
出
て
、
そ
こ
で
扇
状
地
を
形
成
し
ま
す
。
扇
状
地
は

犬
山
を
頂
点
と
し
て
半
径
一
二
㎞
に
広
が
り
、
先
端
部

（
扇
端
）
は
一
宮
市
、
江
南
市
、
小
牧
市
付
近
ま
で
達

し
ま
す
。
木
曽
三
川
の
中
で
最
も
広
い
扇
状
地
で
す
。

そ
し
て
木
曽
川
は
扇
端
ま
で
来
る
と
、
そ
れ
ま
で
西
に

向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
の
が
、
急
に
向
き
を
変
え
、
伊

勢
湾
方
向
へ
と
南
に
流
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

木
曽
川
扇
状
地
の
扇
端
に
位
置
す
る
一
宮
市
北き

た

方が

た

町

北
方
を
中
心
に
、
市
域
の
北
辺
・
西
辺
を
流
れ
る
木
曽

川
と
人
々
の
暮
ら
し
の
関
わ
り
を
こ
こ
で
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

客で賑わう起水泳場（昭和30年代）＜一宮市尾西歴史民俗資料館蔵＞

一宮市域を中心とする地形分類図
＜出典：『河川地理学』の図を加工して作成＞

木曽川の河床高縦断図　＜出典：『木曽川水系
河川整備計画』の計画諸元表を元に作成＞

一
．「
扇
端
」
に
位
置
す
る

　
　
一
宮
市

扇
状
地
は
山
地
を
流
れ
て
い
る
川
が
急
に
平
野
に
出

る
と
こ
ろ
で
、
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
が
扇
状
に
堆
積
し

て
で
き
る
地
形
で
す
。
木
曽
川
で
は
犬
山
を
頂
点
と
し

て
扇
状
地
が
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
宮
市
域
は
そ
の

扇
状
地
の
先
端
部
（
扇
端
）
に
当
た
り
ま
す
。

一
方
、
川
が
運
搬
す
る
砂
は
、
扇
状
地
よ
り
さ
ら
に

下
流
へ
流
れ
、
そ
こ
で
自
然
堤
防
を
作
り
ま
す
。
自
然

堤
防
と
は
洪
水
時
な
ど
に
川
の
両
側
に
土
砂
が
堆
積
し

て
自
然
に
生
じ
た
堤
防
状
の
高
ま
り
の
こ
と
で
す
。
木

曽
川
流
域
の
自
然
堤
防
は
、
木
曽
川
の
か
つ
て
の
派は

川せ
ん

（
分
流
）
の
旧
河か

道ど
う

に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
は
、
派
川
の
黒
田
川
に
沿
っ

て
一
宮
市
か
ら
津
島
市
ま
で
、
長
さ
二
二
㎞
、
幅
三
・

五
㎞
に
及
ん
で
い
ま
す
。

木
曽
川
が
扇
状
地
地
帯
か
ら
自
然
堤
防
地
帯
に
移
る

場
所
は
、
川
の
河
床
勾
配
（
流
れ
る
方
向
へ
の
川
底
の

傾
き
）
が
急
激
に
緩
や
か
に
な
る
地
点
で
も
あ
り
ま
す
。

一
宮
市
と
笠
松
町
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、
名
鉄
名

古
屋
本
線
、
県
道
岐
阜
稲
沢
線
（
岐
阜
街
道
）
の
橋
が

連
続
し
て
架
か
っ
て
い
る
辺
り
が
、
そ
の
地
点
に
当
た

り
ま
す
。
こ
の
地
点
を
挟
ん
で
、
一
宮
市
域
の
北
辺
と

西
辺
を
流
れ
る
木
曽
川
の
景
観
や
、
沿
岸
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
北
辺
で
は
木
曽
川
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年
）
の
頃
に
は
北
方
で
二

〇
艘そ

う

ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
姿
を
消
し
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
地
域
で
大

船
と
呼
ば
れ
た
船
は
、
知

多
半
島
で
は
「
鵜う

飼か
い

船ぶ
ね

」「
ウ

カ
イ
サ
ン
」「
ウ
ガ
イ
サ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

鵜
飼
船
を
荷
船
に
転
用
し

た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。
か
つ
て
は
伊
勢
湾
沿
岸

で
、
木
曽
三
川
を
下
っ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
大
船
、
鵜

飼
船
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

加か

賀が

野の

井い

字
川か

わ

ら原
の
間
の
木
曽
川
畔
は
冨
田
山
と
称
さ

れ
、
白
砂
青
松
の
地
で
し
た
。
現
在
、
砂
丘
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
冨
田
山
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
北
方
町
宝
江
の
下
流
、
木
曽
川
町
里さ

と

小こ

牧ま
き

の
木
曽

川
畔
に
も
大
き
な
砂
山
が
か
つ
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

吹ふ
き

寄よ
せ

洲す

と
い
う
小
字
名
を
持
つ
そ
の
場
所
に
は
、
昭
和

十
年
代
後
半
～
二
十
年
代
半
ば
頃
（
一
九
四
〇
～
五
〇

年
頃
）、
高
い
と
こ
ろ
で
一
〇
ｍ
に
及
ぶ
砂
丘
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
起

お
こ
し

付
近
の
地
形
も
河
畔
砂
丘
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
開
設
さ
れ
た
起
水
泳

場
を
始
め
、
北
方
、
奥
町
な
ど
、
現
在
の
一
宮
市
域
の

木
曽
川
左
岸
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
、
砂
浜
の
広

が
る
水
泳
場
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
前
出
の
木
曽

川
港
駅
付
近
の
木
曽
川
畔
も
水
泳
場
に
適
し
た
場
所
で
、

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
夏
休
み
に
は
同

駅
ま
で
臨
時
列
車
が
運
転
さ
れ
、
付
近
に
は
屋
台
も
出

て
賑に

ぎ

や
か
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

江

戸
時
代
初
頭
、
伊い

奈な

備び
ぜ
ん
の前

守か
み

忠た
だ

次つ
ぐ

に

よ
っ
て
木
曽
川
左

岸
に
建
設
さ
れ
た

御お

囲
か
こ
い

堤
づ
つ
み

は
、
木
曽

川
町
里
小
牧
・

玉た
ま

ノの

井い

付
近
で
木
曽

川
の
流
れ
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い

ま
す
（
下
図
参
照
）
。
昭

和
十
三
（
一
九
三
八
）
年

七
月
の
洪
水
で
、
こ
の
地

区
は
一
面
、
水
に
浸つ

か

り
、
そ
の
災
害
復
旧
の

際
、
地
区
と
木
曽
川
の
間

に
あ
っ
た
小
堤
防
の
本
堤

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
後

ろ
に
在
来
の
御
囲
堤
が
あ

る
た
め
、
玉
ノ
井
の
二
重

堤
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
区
間
に
は
河

畔
砂
丘
が
あ
り
、
御
囲
堤

建
設
時
に
そ
の
地
形
を
利

用
し
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
も

し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の

地
区
全
体
が
河
畔
砂
丘
と

い
う
自
然
の
地
形
を
も
っ

て
堤
防
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

四
．
下
流
域
の
流
れ
に

　
　
適
応
し
て
い
た
「
大
船
」

一
宮
市
域
の
西
辺
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、
北
辺
よ
り

も
流
れ
が
緩
や
か
で
あ
る
と
と
も
に
水
深
が
あ
り
、
そ

の
た
め
、
北
方
や
対
岸
の
笠
松
の
湊

み
な
と

か
ら
下
流
は
、
大

型
の
船
が
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
船
を
「
大お

お

船ぶ
ね

」
と
呼
ん
で
お
り
、
北
方
の
大
船
の
大

き
さ
は
、
長
さ
七
間
半
～
八
間
（
一
三
・
五
～
一
四
・

四
ｍ
）、
底
五
尺
五
寸
～
六
尺
（
一
～
一
・
一
ｍ
）、
幅

一
間
～
一
間
四
尺
（
一
・
八
～
二
・
五
ｍ
）、
積
載
量

八
～
九
ｔ
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
船
で
、
丸
石
・

砂
利
・
砂
の
他
、
木
材
・
薪
炭
、
そ
の
他
の
産
物
を
積

ん
で
伊
勢
湾
沿
岸
ま
で
行
き
、
帰
り
は
陶
器
・
石
炭
・

海
産
物
・
塩
・
味み

噌そ

・
溜

た
ま
り

・
肥
料
な
ど
を
積
ん
で
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
大
船
は
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
三
十
四
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搬
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史
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『
木
曽
川
水
系
河
川
整
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画
』　
中
部
地
方

整
備
局
　
二
〇
〇
八
年
（
二
〇
二
〇
年
変
更
）

御囲堤の法面に組まれた丸石
（木曽川町里小牧の神明社西側）

木曽川を行く船 ＜出典：名古屋市博物館
収蔵品データベース＞

大船・漁船・石船の模型 ＜所蔵・
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起付近の木曽川左岸から望む伊吹山

り
大
き
く
な
い
割
石
。
割わ

り

栗ぐ
り

石い
し

）
を

積
ん
で
木
曽
川
を
下
り
、
伊
勢
湾
に

出
て
知
多
半
島
西
岸
の
寺て

ら

本も
と

（
現
在

の
知
多
市
八や

幡わ
た

）
の
石
屋
に
納
入
し

て
い
ま
し
た
。
運
ん
だ
丸
石
等
は
石

工
の
注
文
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
さ
ら
に
常
滑
ま
で
船
で
行
っ
て

常
滑
焼
の
水み

ず

甕が
め

・
土
管
等
を
仕
入
れ
、

木
曽
川
を
遡
っ
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

宝
江
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
水
甕
等
は
一

宮
や
岐
阜
方
面
に
大
八
車
で
運
ば
れ

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
船

は
発
動
機
付
き
で
、
月
一
回
の
割
合
で
川
を
下
り
、
往

復
に
約
一
週
間
要
し
た
そ
う
で
す
。

北
方
に
集
積
さ
れ
た
丸
石
・
砂
利
は
陸
路
で
も
運
ば

れ
ま
し
た
。
荷
馬
車
が
岐
阜
・
名
古
屋
へ
の
飛
脚
便
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、
戦
後
、
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
が
普

及
し
ま
す
。
鉄
道
輸
送
も
あ
り
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
、
尾
西
鉄
道
（
後
の
名
鉄
尾
西
線
）
木
曽
川
港
駅
が

開
業
し
て
、
船
で
運
び
込
ま
れ
た
丸
石
・
砂
利
・
砂
が
、

こ
こ
で
貨
車
に
積
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
戦
争
の
影
響
で
、
昭
和
十
九
（
一
九
四

四
）
年
、
尾
西
線
の
奥お

く

町
ち
ょ
う

～
木
曽
川
港
間
の
営
業
は
休

止
さ
れ
ま
す
。

三
．
木
曽
川
左
岸
の
河
畔
砂
丘

さ
て
次
に
、
一
宮
市
域
の
西
辺
を
流
れ
る
木
曽
川
に

目
を
移
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
木
曽
川
が
自
然
堤
防
地
帯

を
流
れ
る
こ
の
区
間
は
、
砂
の
堆
積
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
し
た
。
冬
季
に
は
「
伊
吹
お
ろ
し
」
と
し
て
知
ら

れ
る
北
西
の
強
い
季
節
風
が
吹
き
、
木
曽
川
の
河
原
に

た
ま
っ
た
砂
を
吹
き
上
げ
、
木
曽
川
左
岸
に
砂
の
高
ま

り
、
河
畔
砂
丘
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
河
畔
砂

丘
と
し
て
は
、
南
隣
の
稲
沢
市
祖
父
江
町
に
あ
る
公
園

「
サ
リ
オ
パ
ー
ク
祖
父
江
」
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い

る
祖
父
江
砂
丘
が
有
名
で
す
。

現
在
の
一
宮
市
域
に
も
同
じ
よ
う
に
河
畔
砂
丘
と
さ

れ
る
地
形
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
冨と

み

田だ

字
砂す

な

原は
ら

か
ら
東

ひ
が
し
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歴史記録

木
曽
川
と
並
び
、
長
良
川
と
揖
斐
川
に
も
、
明
治
改

修
に
よ
っ
て
多
く
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
水
制
設
置
の
目
的
は
、
木
曽
川
の
場
合
と
同
様

に
、
低
水
路
の
土
砂
堆
積
防
止
と
舟
運
の
た
め
の
水
深

の
維
持
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
良
川
で
は
、

揖
斐
川
と
の
間
の
背
割
堤
で
、
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め

に
比
較
的
短
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
と
の
間
の
背
割
堤
で
は
、
短
い
杭く

い

出
し
水
制
や

長
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
制
の
間
に
土
砂
が
堆
積
し
植
生
が
繁
茂
し
て
い
る

場
所
で
は
、
現
在
、
水
制
が
目
視
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
長
良
川
の
水
制
は
河か

口こ

う

堰ぜ

き

の
設
置
も
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
揖
斐
川

で
は
上
流
に
多
く
の
水
制
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
治
水
対
策
に
お
い
て
除
去
さ
れ
た
り
、
新
設
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
実
態
や
そ

の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
明

治
改
修
に
お
い
て
揖
斐
川
と
長
良
川
に
も
多
く
の
ケ

レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
図
１
に
明
治
改
修

計
画
図
に
示
さ
れ
た
長
良
川
と
揖
斐
川
の
約
二
九
・
〇

ｋ
付
近
ま
で
の
水
制
配
置
図
を
示
し
ま
す
。
揖
斐
川
と

長
良
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
つ
い
て
は
、
木
曽
川
ほ
ど

詳
細
に
調
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
、
明
治

改
修
か
ら
現
在
に
至
る
揖
斐
川
と
長
良
川
の
ケ
レ
ッ
プ

水
制
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 

二
．
揖
斐
川
・
長
良
川
の

　
　 

　
水
制
設
置
状
況

揖
斐
川
と
長
良
川
の
水
制
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
「
平
成
３
年
度
揖
斐
川
・
長
良
川
水
制
機
能

検
討
報
告
書
」
に
詳
細
に
調
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
１
に
長
良
川
と
揖
斐
川
の
下
流
管
内
に
お
け
る

水
制
設
置
数
を
示
し
ま
す
。
長
良
川
で
二
四
六

基
、
揖
斐
川
で
一
二
一
基
に
及
び
ま
す
。
透
過
・

不
透
過
の
数
の
割
合
を
見
る
と
、
長
良
川
で
は
約

六
〇
％
が
、
揖
斐
川
で
は
約
半
数
が
杭
出
し
水
制

を
主
体
と
し
た
透
過
水
制
で
す
が
、
透
過
水
制
は

間
隔
が
密
に
群
と
し
て
多
数
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
不
透
過
水
制
に
は
、
明
治
改

修
で
設
置
さ
れ
た
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
加
え
て
、
そ

の
後
に
設
置
さ
れ
た
水
制
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
水
制
に
つ
い
て
は
、
長
良
川
で
は
設

置
さ
れ
て
い
る
水
制
の
ほ
と
ん
ど
が
土
砂
に
埋
没

し
て
い
た
り
、
水
没
し
て
い
た
り
す
る
状
況
で
あ

る
た
め
正
確
な
数
は
不
明
と
の
こ
と
で
す
が
、
二

四
六
基
の
う
ち
お
よ
そ
六
割
の
一
四
五
基
が
現
存

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
二

基
の
水
制
が
高こ

う

水す
い

敷じ
き

の
造
成
に
伴
い
埋
没
し
て
い

ま
す
。
揖
斐
川
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
現
存

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

図
２
に
長
良
川
と
揖
斐
川
の
距
離
標
ご
と
の
水

制
長
を
左
岸
・
右
岸
別
に
示
し
ま
す
。
先
述
の
透

過
水
制
群
に
つ
い
て
は
代
表
位
置
の
一
点
の
み
を

示
し
て
い
ま
す
。
○
は
目
視
可
能
な
も
の
、
×
は

目
視
不
可
能
な
も
の
を
示
し
ま
す
。
現
在
の
長
良

川
河
口
堰
よ
り
下
流
は
、
揖
斐
川
と
合
流
し
て
お

り
、
長
良
川
左
岸
、
揖
斐
川
右
岸
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
良
川
左
岸
お
よ
び
揖
斐
川
右
岸
で

木曽三川のケレップ水制　第四編

揖斐川・長良川のケレップ水制

揖斐川右岸に新たに設置された水制

図１　明治改修計画図に描かれた長良川・揖斐川の水制設置状況（木曽川文庫所蔵の図を加工して作成）
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九
年
撮
影
の
航
空
写
真
を
図
５
に
示
し
ま
す
。
ケ
レ
ッ

プ
水
制
は
木
曽
川
で
土
木
遺
産
と
な
っ
て
い
る
重
要
な

構
造
物
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
掘
削
に
あ
た
り
こ

れ
を
保
存
す
る
形
で
残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
し
て
結
果
的
に
土
砂
で
埋
没
し
て
い
た
事

実
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
を
残
し
た
場
合
、
ま
た
土
砂
の

堆
積
が
促
進
さ
れ
て
、
河
積
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
ケ
レ
ッ
プ
水
制
露
出
後
、
徐
々

に
水
制
背
後
の
堆
積
が
増
え
て
い
き
、
一
八
か
月
後
の

水
制
背
後
の
土
砂
堆
積
状
況
の
写
真
が
図
６
で
す
。
こ

の
段
階
で
は
、
こ
れ
よ
り
下
流
で
は
顕
著
な
堆
積
は
見

ら
れ
ず
、
前
々
号
で
示
し
た
高
水
敷
水
制
間
の
浮ふ

遊ゆ
う

砂さ

堆
積
実
験
の
結
果
で
も
同
様
の
堆
積
状
況
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
水
制
を
そ
の
ま
ま
存
置
し
た
場
合
、
水
制
を

短
く
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
か
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
結
局
、
今
後
の
植
生
の
繁
茂
の
影
響
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
や
は
り
治
水
上
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
水

制
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
揖
斐
川
上
流

部
で
も
こ
の
よ
う
な
川
幅
に
比
し
て
長
さ
の
大
き
い
水

制
を
設
置
し
た
理
由
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
低

水
路
の
土
砂
堆
積

抑
制
や
舟
運
の
確

保
な
ど
が
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ケ
レ
ッ

プ
水
制
出
現
区
間

②
の
三
六
・
五
ｋ

か
ら
三
九
・
〇
ｋ

の
左
岸
側
で
も
高

水
敷
の
掘
削
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、

ケ
レ
ッ
プ
水
制
の

先
端
部
分
が
出
現

し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
植
生
の
再

繁
茂
を
抑
制
す
る

施

工

法

に

つ

い

て
研
究
す
る
た
め

に
、
掘
削
の
深
さ

は
、
船せ

ん

頭ど
う

平ひ
ら

閘こ
う

門も
ん

よ
り
下
流
に
水
制
長
が
非
常
に
長
い

ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て

が
目
視
で
き
な
い
状
況
で
す
。

長
良
川
右
岸
の
船
頭
平
閘
門
よ
り
上
流
の
一
二
・
〇

ｋ
か
ら
一
三
・
五
ｋ
付
近
に
は
、
長
さ
五
〇
ｍ
以
下
の

比
較
的
短
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
区
間
は
揖
斐
川
と
の
背せ

割わ
り

堤て
い

で
あ
る
千
本
松

原
に
沿
う
区
間
で
、
揖
斐
川
の
方
に
張
り
出
し
た
湾
曲

が
あ
る
た
め
、
背
割
堤
を
保
護
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
で
は
目
視
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
状
況
で
す
。
長
良
川
左

岸
の
一
四
・
〇
ｋ
か
ら
一
八
・
〇
ｋ
の
背
割
堤
に
沿

う
区
間
で
は
短
い
杭
出
し
水
制
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
は
長
良
川
の
川
幅
が
少
し
広
く
な
っ

て
い
る
所
に
あ
た
り
、
現
在
で
は
水
制
区
間
に
土
砂
が

堆
積
し
て
植
生
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。
長
良
川
左
岸
の

一
八
・
〇
ｋ
か
ら
二
二
・
〇
ｋ
の
区
間
で
は
、
木
曽
川

と
の
背
割
堤
に
沿
っ
て
、
長
さ
一
五
〇
ｍ
以
上
の
長
い

ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

も
現
在
は
土
砂
堆
積
と
植
生
の
繁
茂
が
あ
っ
て
目
視
で

き
な
い
よ
う
で
す
。

揖
斐
川
の
右
岸
の
一
四
・
〇
ｋ
か
ら
一
八
・
五
ｋ
区

間
に
非
常
に
長
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
土
砂
堆
積
に
よ
っ
て
埋
没
し
目
視
で

き
な
い
よ
う
で
、
ヨ
シ
原
が
茂
る
湿
地
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
揖
斐
川
で
は
左
岸
側
の
一
六
・
〇
ｋ
～
一
九
・

〇
ｋ
の
三
㎞
区
間
に
四
八
基
も
の
透
過
水
制
が
群
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
で
は
代
表
地
点
の
み
示
し

て
い
る
）
。
揖
斐
川
左
岸
で
は
一
九
・
〇
ｋ
か
ら
二
七
・

〇
ｋ
付
近
ま
で
、
長
さ
が
七
五
ｍ
か
ら
一
五
〇
ｍ
程
度

の
水
制
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
右
岸
側
で
は
二
二
・
〇

ｋ
付
近
か
ら
二
四
・
〇
ｋ
ま
で
長
さ
が
五
〇
ｍ
か
ら
二

〇
〇
ｍ
の
水
制
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
目
視
可
能
な
状
況
で
現
存
し
て
い
ま
す
。
左
岸
側
の

一
九
・
〇
ｋ
か
ら
二
〇
・
〇
ｋ
の
現
在
の
海
津
橋
を
挟

む
上
下
流
区
間
は
水
制
の
先
端
付
近
ま
で
土
砂
堆
積
が

進
行
し
、
狭

き
ょ
う

窄さ
く

部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
間
に
つ

い
て
は
後
に
第
四
節
で
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
よ
り
上
流

の
左
岸
側
お
よ
び
右
岸
側
の
水
制
設
置
区
間
で
は
、
岸

側
に
土
砂
堆
積
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
水
制
の
先
端
は

顔
を
覗の

ぞ

か
せ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
こ
ま
で
は
二
九
・
〇
ｋ
ま
で
の
下
流
管
内
の
調
査

資
料
に
基
づ
く
考
察
で
し
た
が
、
図
４
に
示
す
よ
う
に
、

明
治
改
修
の
図
面
か
ら
、
揖
斐
川
で
は
上
流
管
内
の
四

三
・
〇
ｋ
付
近
ま
で
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
制
は
土
砂
で
埋

没
し
た
か
除
去
さ
れ
た
か
で
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い

状
況
で
す
。
全
体
的
に
こ
の
よ
う
な
堆
積
区
間
が
高
水

敷
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
河

積
増
大
の
た
め
に
高
水
敷
の
掘
削
が
実
施
さ
れ
た
際
、

ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
露
出
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
次
節
で
検
討
し
ま
す
。

三
．
揖
斐
川
の
河
道
掘
削
と

　
　
ケ
レ
ッ
プ
水
制

揖
斐
川
で
は
、
高
水
敷
掘
削
に
よ
っ
て
ケ
レ
ッ
プ
水

制
が
現
れ
ま
し
た
。
図
４
に
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
出
現
区

間
を
二
か
所
示
し
て
い
ま
す
。
ケ
レ
ッ
プ
水
制
出
現
区

間
①
の
三
四
・
八
ｋ
か
ら
三
五
・
八
ｋ
区
間
の
平
成
十

表１　長良川・揖斐川の水制設置状況（0k～29.0k区間）

図３　揖斐川の水制設置状況

図２　長良川の水制設置状況
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は
止し

水す
い

域い
き

と
な
り
、
河
川
中
央
に
流
れ
が
集
中
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
出
水
時
に
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
へ

の
影
響
が
変
化
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
今
後
の
流
れ

と
河か

床
し
ょ
う

変
動
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

五
．
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
長
良
川
と
揖
斐
川
に

も
明
治
改
修
に
よ
っ
て
多
く
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
や
杭
出

し
水
制
が
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
水
制
設
置
の
目
的

は
、
木
曽
川
の
場
合
と
同
様
に
、
低
水
路
の
土
砂
堆
積

防
止
と
舟
運
の
た
め
の
水
深
の
維
持
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
場
所
の
条
件
に
よ
っ
て
設
置
方
法
を
考
え

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
長
良
川
の
水
制
は

河
口
堰
の
設
置
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

四
．
新
た
な
水
制
の
設
置
と

　
　
そ
の
効
果

図
７
は
、
揖
斐
川
の
一
八
・
〇
ｋ
か
ら
二
一
・
〇
ｋ

区
間
の
航
空
写
真
に
明
治
改
修
の
計
画
図
に
示
さ
れ
た

水
制
位
置
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
左
岸
側
に
長
さ
一
五

〇
ｍ
以
上
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
区
間
は
水
制
全
体
が
埋
ま
る
ほ
ど
の
土
砂
堆
積
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
左
岸
の
み
に
大
規
模
な
水
制
が

設
置
さ
れ
た
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
右
岸

側
に
般は

ん

若に
ゃ

谷
と
呼
ば

れ
る
砂
防
流
路
工
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
土

砂
堆
積
を
抑
制
す
る

た
め
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
海
津
橋
の
上

下
流
で
は
水
制
が
長

く
そ
の
先
端
ま
で
陸

地
化
し
て
、
低
水
路

が
か
な
り
狭
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、

こ
れ
よ
り
上
流
で
は

右
岸
側
に
は
ら
み
だ

す
形
状
に
な
っ
て
お

り
、
澪み

お

筋す
じ

が
右
岸
寄

り
に
な
り
堤
防
の
浸

食
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
流

況
を
改
善
す
る
た
め

に
、
水
制
の
な
い
右

岸
側
に
水
制
を
設
置

す
る
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
簡
易

な
模
型
実
験
で
平
水

時
の
流
れ
を
確
認
し

た
の
が
図
８
で
す
。

上
流
側
の
短
い
水
制

に
よ
っ
て
、
右
岸
側

を
区
間
ご
と
に
変
え
て
、
そ
の
後
の
経
過
を
見
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。
豊
水
位
（
一
年
を
通
じ
て
九
五
日
は

こ
れ
を
下
回
ら
な
い
水
位
）
の
高
さ
ま
で
掘
削
し
た
区

間
に
お
い
て
は
、
再
度
砂
州
が
形
成
さ
れ
、
樹
木
が
再

繁
茂
し
た
一
方
、
渇
水
位
（
一
年
を
通
じ
て
三
五
五
日

は
こ
れ
を
下
回
ら
な
い
水
位
）
の
高
さ
ま
で
掘
削
し
た

区
間
に
お
い
て
は
、
二
〇
年
程
度
経
過
し
た
現
状
に
お

い
て
も
、
樹
木
の
再
繁
茂
が
見
ら
れ
ず
、
掘
削
し
た
河

道
断
面
が
概

お
お
む

ね
持
続
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
揖
斐
川
で
は
上
流
に
か
な
り
の
水
制
が
現

存
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
治
水
対
策
に
お
い
て
除
去

さ
れ
た
り
、
ま
た
新
設
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
水
制
の
機
能
と
効
果
を
利
用
し
て
河
川
の
治
水
・
環

境
の
向
上
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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献
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赤
あ か

須
す

賀
か

船
ぶ ね

の話
―北勢と熊

く ま

野
の

灘
な だ

の漁村を繋
つ な

いだ船―
鳥羽市立海の博物館　館長

平賀大蔵

赤
須
賀
船
と
は
、
桑
名
の
赤
須
賀
か
ら
や
っ
て
く
る

船
の
こ
と
で
、
志
摩
半
島
か
ら
熊
野
灘
沿
岸
の
浦
々
の

村
で
呼
ば
れ
た
名
称
で
あ
る
。

赤
須
賀
船
に
は
、
熊
野
灘
沿
岸
の
漁
村
や
漁
師
た
ち

か
ら
魚
を
買
い
付
け
て
桑
名
方
面
に
運
ん
で
市
場
で
売

る
「
ナ
マ
ブ
ネ
」
と
呼
ば
れ
た
活
魚
運
搬
船
、
ま
た
熊

野
灘
の
浦
々
で
注
文
を
受
け
た
米
や
日
用
品
な
ど
の
品
々

を
桑
名
で
仕
入
れ
、
熊
野
灘
の
浦
々
で
販
売
し
、
そ
の

帰
路
に
は
炭
や
薪
な
ど
を
桑
名
方
面
へ
運
ん
で
売
っ
た

「
コ
メ
ブ
ネ
」
と
呼
ば
れ
た
商

あ
き
な

い
を
す
る
運
搬
船
の
二

種
類
の
船
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
船
も
「
あ
か
す
か
ぶ
ね
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

熊
野
灘
の
浦
々
に
あ
る
記
録

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
、
奈な

屋や

浦う
ら

（
現
南

伊
勢
町
）
で
鮪

ま
ぐ
ろ

二
三
〇
〇
尾
を
捕
獲
す
る
大
漁
が
あ
り
、

そ
の
記
録
の
中
に
「
二
月
三
日
、
本
数
二
二
本
、
赤
須

賀
五
郎
七
船

　
送
り
先
河
崎
（
現
伊
勢
市
）
」
と
か
「
二

月
四
日
、
本
数
二
〇
本
、
赤
須
賀
庄
八
船

　
送
り
先
津
」

と
赤
須
賀
の
船
の
名
が
あ
る
。

『
尾
鷲
市
海
洋
文
化
』（
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）

年
）
に
は
「
…
…
明
治
十
四
年
、
十
五
年
頃
、
赤
須
賀

船
が
や
っ
て
き
て
、
最
初
の
う
ち
は
活い

け
魚
の
み
を
主

と
し
て
い
た
…
…
中
略
…
…
初
め
は
僅わ

ず

か
十

じ
ゅ
っ
こ
く

石
か
二
十

石
積
み
に
し
か
過
ぎ
な
い
帆
船
で
あ
っ
た
が
…
…
」
と

あ
り
、
尾
鷲
市
立
三
木
小
学
校
の
『
百
年
記
念
誌
』（
昭

和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
）
に
は
「
明
治
十
六
年
、

こ
の
頃
よ
り
桑
名
郡
の
赤
須
賀
の
活
魚
船
（
孫
助
船
、

久
き
ゅ
う

兵べ

衛え

船
な
ど
）
が
回
航
し
始
め
、
漸ぜ

ん

次じ

、
食
料
そ
の

他
の
日
常
生
活
用
品
の
商
船
に
発
展
す
る
」
と
あ
る
。

尾
鷲
市
の
「
須す

賀が

利り

浦
方
文
書
」
の
『
舩せ

ん

舶ぱ
く

入
津
帳
』

に
は
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
八
月
二
日
か
ら

十
一
月
二
日
の
三
ヶ
月
間
に
赤
須
賀
と
明
記
の
一
七
隻

の
船
が
計
二
二
回
入
港
（
五
隻
が
二
回
ず
つ
）
し
た
記

録
が
あ
り
、
赤
須
賀
の
船
が
盛
ん
に
熊
野
灘
に
や
っ
て

き
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

南
伊
勢
町
礫

さ
ざ
ら

浦う
ら

の
中
村
八
郎
氏
所
蔵
の
三
枚
の
葉
書

（
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
の
消
印
）
に
は
、

赤
須
賀
の
大
橋
吉
蔵
、
鬼
頭
亦ま

た

五ご

郎ろ
う

、
赤
須
賀
勘
六
船

の
名
が
あ
り
、
赤
須
賀
の
船
が
礫
浦
、
贄に

え

浦う
ら

を
は
じ
め

引ひ
き

本も
と

浦う
ら

の
方
ま
で
出
か
け
て
い
た
こ
と
、
ま
た
魚
の
売

り
捌さ

ば

き
、
漁
の
様
子
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
、

赤
須
賀
の
人
た
ち
が
熊
野
灘
の
漁
村
に
き
て
、
各
村
の

漁
模
様
な
ど
に

つ
い
て
、
郵
便

（
葉
書
）
を
利

用
し
て
情
報
を

伝
え
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て

い
る
。

赤
須
賀
の
「
カ
イ
マ
ル
」

『
桑
名
領
郷
村
案
内
帳
』（
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
）

に
は
、
赤
須
賀
に
関
し
て
「
船
数
二
百
九
艘そ

う

候
、
百
六

十
七
艘
猟
船
、
四
十
二
艘
買
舞
」
と
あ
る
。
「
猟
船
」

と
は
漁
船
の
こ
と
、
「
買
舞
」
と
は
カ
イ
マ
イ
（
カ
イ

マ
ワ
リ
、
カ
イ
マ
ル
と
も
い
う
）
と
も
読
み
（
呼
び
）、

赤
須
賀
を
根
拠
地
と
し
て
、
伊
勢
湾
内
か
ら
志
摩
半
島

方
面
の
各
漁
場
で
と
れ
る
生
鮮
魚
類
を
買
い
付
け
に
出

向
き
、
赤
須
賀
等
の
各
魚
問
屋
に
供
給
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
船
（
事
業
）
の
こ
と
を
い
い
、
約
二
〇
〇
年

前
の
赤
須
賀
に
は
そ
の
よ
う
な
船
が
四
二
艘
も
あ
っ
た
。

時
代
が
明
治
に
移
り
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、

宿
場
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
熱
田
か
ら
四
日
市
直
航
の
蒸

気
汽
船
が
運
航
す
る
よ
う
に
な
る
。
翌
明
治
四
（
一
八

七
一
）
年
に
は
東
海
道
が
熱
田
か
ら
福
田
を
経
て
前ま

え

ケが

須す

に
至
る
経
路
に
変
更
さ
れ
た
。
当
然
、
七
里
の
渡
し

「寶
ほう

栄
えい

丸
まる

」が運んできた品々を買い求める人びと
写真に昭和16年５月の記銘。

引本神社の社標に刻まれ
ている赤須賀船の船名と
船主名

明治13年奈屋浦の鮪大漁記録にある
「赤須賀庄八船」（左）と「赤須賀五郎七」（右）

引本神社狛
こま

犬
いぬ

の記銘
赤須賀船の船名と船主の
名が刻まれている。
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う
に
伊
勢
湾
を
上
り
、
船
内
で
魚
の
活
け
〆し

め

を
行
な
い
、

朝
の
市
場
に
水
揚
げ
を
し
て
魚
を
売
っ
て
い
た
。

当
時
、
名
古
屋
の
下し

も

之の

一い
っ

色し
き

や
四
日
市
の
富と

み

田だ

な
ど

に
も
魚
類
運
搬
船
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
赤
須
賀
が

一
番
多
か
っ
た
。
一
隻
単
独
で
熊
野
灘
に
出
か
け
る
船

だ
け
で
な
く
、
「
大
正
丸
」（
根
拠
地
三み

木き

浦う
ら

）
や
「
勢

開
丸
」（
根
拠
地
引
本
浦
）
の
よ
う
に
三
、
四
隻
の
船
を

持
ち
、
熊
野
灘
沿
岸
の
漁
村
に
根
拠
地
を
設
け
て
操
業

す
る
船
も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
船
と
は
別
に
「
ナ

マ
ブ
ネ
」
の
事
業
で
成
功
し
た
「
勢せ

い

寶ほ
う

丸ま
る

」
が
あ
っ
た
。

同
船
は
、
当
初
は
他
の
船
と
同
じ
よ
う
に
尾
鷲
や
那
智

勝
浦
の
鮪
な
ど
を
名
古
屋
に
運
ん
で
い
た
が
、
事
業
が

成
功
し
て
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
昭
和
十
（
一
九
三

五
）
年
頃
に
は
三
〇
～
六
〇
ト
ン
の
魚
類
運
搬
船
を
五
、

六
隻
持
ち
、
七
月
か
ら
九
月
は
北
海
道
の
釧
路
、
十
月

か
ら
翌
年
六
月
ま
で
は
油

あ
ぶ
ら

津つ

（
宮
崎
県
）
や
土
佐
清
水

（
高
知
県
）
な
ど
へ
鮪
を
積
み
に
行
き
、
そ
れ
を
東
京

築つ
き

地じ

ま
で
専
門
に
運
ん
で
い
た
。

赤
須
賀
に
は
、
「
ナ
マ
ブ
ネ
」
と
は
別
に
、
昭
和
初

期
に
は
「
チ
ョ
ロ
カ
イ
マ
ル
」
と
呼
ぶ
小
型
の
動
力
付

き
魚
類
運
搬
船
（
四
～
五
ト
ン
、
五
～
一
〇
馬
力
）
が

一
〇
数
隻
あ
り
、
鳥
羽
か
ら
志
摩
地
方
ま
で
春
か
ら
秋

に
か
け
て
、
活
け
魚
を
買
い
求
め
て
出
か
け
て
い
た
。

「
ナ
マ
ブ
ネ
」、
「
チ
ョ
ロ
カ
イ
マ
ル
」
を
合
せ
る
と
四

〇
数
隻
の
魚
類
運
搬
船
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。

は
衰
退
す
る
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
東

海
道
線
が
開
通
、
ま
た
木
曽
三
川
分
流
に
よ
る
航
路
の

閉
鎖
等
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
渡
し
や
物
資
を
船

で
運
ん
で
生
計
を
立
て
て
い
た
赤
須
賀
の
一
部
の
人
々

は
「
漁
師
を
す
る
に
も
沖
が
遠
く
、
シ
ジ
ミ
捕
り
で
は

生
活
が
で
き
ず
、
伊
勢
湾
や
熊
野
に
新
し
い
活
路
を
求

め
て
カ
イ
マ
ル
に
生
活
の
糧か

て

を
求
め
た
」
と
推
察
で
き

る
。明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
赤
須
賀
村
は
す
で
に
あ
っ

た
魚
市
場
に
代
わ
り
、
村
営
の
魚
市
場
を
創
設
す
る
。

古
老
た
ち
は
「
爺じ

い

さ
ん
や
親
の
代
に
は
、
魚
を
求
め
て
、

伊
勢
の
海
か
ら
、
志
摩
へ
、
熊
野
灘
へ
、
と
南
へ
南
へ

と
そ
の
活
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
」
と
「
カ
イ

マ
ル
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
カ
イ
マ
ル
」
か
ら

「
ナ
マ
ブ
ネ
」
へ

赤
須
賀
の
「
カ
イ
マ
ル
」
は
、
伊
勢
湾
南
部
、
志
摩

半
島
、
熊
野
灘
沿
岸
で
捕
れ
た
魚
類
を
買
い
集
め
、
桑

名
（
赤
須
賀
）、
四
日
市
、
名
古
屋
（
熱
田
）
な
ど
の

魚
市
場
ま
で
運
び
、
売
り
捌
い
て
い
た
。
当
初
の
「
カ

イ
マ
ル
」
は
、
四
～
五
ト
ン
前
後
の
帆
と
櫓ろ

で
進
む
無

動
力
船
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
七
月
、
赤
須
賀
に
動

力
付
き
魚
類
運
搬
船
「
勢
開
丸
」（
一
二
ト
ン
、
二
〇
馬

力
）
が
進
水
す
る
。
そ
の
後
、
大
正
十
一
～
十
三
（
一

九
二
二
～
一
九
二
四
）
年
に
は
、
赤
須
賀
の
動
力
付
き

魚
類
運
搬
船
（
以
後
「
ナ
マ
ブ
ネ
」
と
表
記
）
は
、
二

八
隻
（
平
均
一
二
～
一
三
ト
ン
）
に
増
加
す
る
。

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
「
ナ
マ
ブ
ネ
」
に
つ
い
て
、

古
老
た
ち
か
ら
聞
き
取
っ
た
概
要
を
紹
介
す
る
。

桑
名
に
運
ん
で
き
た
魚
は
、
四
月
～
十
一
月
頃
は
、

釣
り
漁
師
か
ら
「
オ
キ
ガ
イ
」（
市
場
を
通
さ
ず
に
沖
合

で
漁
師
と
行
う
取
引
）
な
ど
で
買
っ
た
活
け
魚
が
中
心

で
、
タ
イ
類
、
イ
サ
キ
、
マ
ス
（
ハ
タ
）
類
、
ス
ズ
キ
、

シ
オ
（
カ
ン
パ
チ
）、
ナ
ベ
（
イ
シ
ダ
イ
）
類
、
イ
ナ

ダ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
一
月
か
ら

三
月
は
、
大
敷
網
（
大
型
定
置
網
）
で
捕
っ
た
ブ
リ
類
、

サ
ン
マ
大
網
で
捕
っ
た
サ
ン
マ
、
延は

え

縄な
わ

漁り
ょ
う

で
捕
っ
た
シ

ビ
（
鮪
）
類
な
ど
の
ノ
ジ
（
死
ん
だ
）
の
魚
を
氷
詰
め

に
し
た
鮮
魚
を
運
ん
だ
。
さ
ら
に
タ
コ
や
コ
ウ
イ
カ
、

イ
セ
エ
ビ
な
ど
も
量
が
集
ま
れ
ば
、
活
か
し
て
運
ん
で

い
た
。

「
ナ
マ
ブ
ネ
」
は
、
い
っ
た
ん
船
に
魚
を
積
め
ば
、

時し

化け

で
も
出
航
し
て
、
夜
間
桑
名
方
面
に
向
か
っ
た
。

桑
名
や
四
日
市
、
名
古
屋
方
面
に
魚
が
な
い
と
き
に
、

熊
野
か
ら
魚
を
運
ん
で
く
れ
ば
そ
れ
だ
け
利
益
が
大
き

く
な
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
に
「
ナ
マ
ブ
ネ
」
は
伊

勢
湾
を
北
上
し
て
、
市
場
に
魚
を
あ
げ
る
よ
う
に
心
掛

け
た
と
い
う
。

当
時
の
船
で
魚
を
積
ん
で
走
る
と
、
尾
鷲
の
九く

木き

浦う
ら

か
ら
赤
須
賀
、
四
日
市
、
熱
田
ま
で
一
〇
～
一
二
時
間
、

日
和
の
都
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
間
が
掛
か
っ
た
。

大
体
、
船
が
四
日
市
の
港
に
夜
中
の
二
時
頃
に
着
く
よ

「
コ
メ
ブ
ネ
」
の
始
ま
り

『
北
勢
地
区
漁
村
調
査
』（
三
重
県
水
産
試
験
場

　
大

正
十
一
～
十
三
（
一
九
二
二
～
一
九
二
四
）
年
調
査
）

に
は
「
大
字
赤
須
賀
は
往お

う

昔せ
き

よ
り
紀
州
方
面
に
舟
運
を

開
き
日
用
品
の
需
要
に
従
へ
る
を
以も

っ
て
赤
須
賀
船
の

名
高
し
」
と
あ
る
。
こ
の
赤
須
賀
船
は
、
米
や
酒
、
砂

糖
、
日
用
品
等
を
桑
名
方
面
か
ら
運
び
、
熊
野
で
販
売

し
て
、
そ
の
帰
り
に
は
薪
や
炭
、
鰹

か
つ
お

節ぶ
し

等
を
運
搬
し
た

商
い
船
の
こ
と
で
、
赤
須
賀
で
は
「
コ
メ
ブ
ネ
」、
「
紀

州
通
い
」、
「
熊
野
通
い
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
自
分

た
ち
が
購
入
し
た
品
物
を
相
場
の
異
な
る
場
所
で
売
却

し
て
差
益
を
得
る
買
い
積
み
船
で
あ
り
、
桑
名
か
ら
日

用
品
を
運
ん
で
売
り
、
熊
野
か
ら
薪
や
炭
を
積
ん
で
売

る
ヤ
ス
リ
（
往
復
）
商
売
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ナ
マ
ブ

ネ
」
よ
り
も
そ
の
収
益
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

「
コ
メ
ブ
ネ
」
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
古
老
か
ら
は

「
わ
し
ら
の
オ
ヤ
ジ
が
五
郎
七
船
（
明
治
十
三
年
の
奈

屋
浦
の
鮪
を
運
ぶ
）
と
い
っ
て
、
昔
カ
イ
マ
ル
を
し
て

い
た
時
分
は
、
昔
の
櫓ろ

船ぶ
ね

で
紀
州
へ
行
っ
て
い
た
。
今

の
マ
キ
ブ
ネ
（
マ
キ
カ
ゴ
を
使
う
船
、
二
・
五
～
三
ト

ン
の
大
き
さ
）
を
ち
ょ
っ
と
大
き
く
し
た
ぐ
ら
い
の
船

で
出
か
け
、
苫と

ま

を
ふ
い
て
三
人
ぐ
ら
い
で
、
船
で
寝
よ
っ

た
。
そ
う
や
っ
て
旅
に
出
て
、
雨
が
降
れ
ば
陸
へ
上
が

れ
や
ん
で
船
の
中
で
網
を
結す

い
て
い
た
。
桑
名
の
ヨ
シ

ノ
マ
ル
や
市
川
（
網
屋
）
と
か
で
網
の
糸
や
網
地
を
こ

う
て
、
そ
れ
に
目
を
合
せ
て
船
の
中
で
結
い
た
も
の
や
。

こ
れ
ら
の
網
は
、
紀
州
の
人
た
ち
が
使
う
エ
ビ
ア
ミ
な

ど
に
な
る
。
手
結
き
で
結
い
た
網
の
方
が
丈
夫
い
し
、

今
度
こ
う
い
う
や
つ
を
積
ん
で
き
て
く
れ
、
こ
ん
な
も

ん
を
結
い
て
く
れ
、
と
い
う
注
文
を
う
け
る
。
コ
メ
ブ

ネ
に
な
る
前
は
、
カ
イ
マ
ル
に
行
っ
て
、
網
な
ん
か
を

結
い
て
売
っ
て
い
た
。
」
と
聞
い
た
。

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
時
代
、
帆
船
だ
っ
た
「
コ

メ
ブ
ネ
」
は
動
力
化
が
進
み
、
そ
の
後
、
昭
和
七
～
八

（
一
九
三
二
～
一
九
三
三
）
年
頃
か
ら
次
々
と
新
し
い

船
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
船
は
、
「
ナ
マ
ブ
ネ
」

よ
り
も
大
き
い
二
〇
ト
ン
余
り
あ
る
焼
き
玉
エ
ン
ジ
ン

二
〇
～
三
〇
馬
力
を
据
え
た
船
で
、
一
隻
に
三
～
四
人

赤須賀の「ナマブネ」の主な三重県内の

買い廻
まわ

り地区（昭和初期　古老からの聞
き取りにより作成）

「勢寶丸」が通った地区

引本浦に停泊する赤須賀の「ナマブネ」

写真に大正５年１月の記銘。

前列左「春日丸」　同右「安勢丸」

後列左「勢開丸 第貮
に

号」　同右「勢開丸

第壹
いち

号」
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の
入
手
が
困
難
に

な
っ
て
く
る
。
ま

た
「
久
吉
丸
」
、

「
神
昌
丸
」
な
ど

の
外
洋
航
海
に
耐

え
ら
れ
る
船
や
新

造
船
は
、
運
搬
船

と
し
て
軍
に
徴
用

さ
れ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
戦
況
の
悪

化
で
熊
野
通
い
も

で
き
ず
、
い
ず
れ

徴
ち
ょ
う

用よ
う

に
よ
っ
て
船

を
取
ら
れ
る
こ
と

を
見
越
し
て
、
船

を
売
却
す
る
船
主
も
現
れ
て
、
次
第
に
「
コ
メ
ブ
ネ
」

は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
紀
勢
東
線
は
、

紀
伊
長
島
ま
で
開
通
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は

尾
鷲
ま
で
延
び
て
き
て
、
陸
の
便
が
だ
ん
だ
ん
と
良
く

な
っ
て
く
る
と
「
コ
メ
ブ
ネ
」
の
商
売
は
少
し
ず
つ
衰

退
す
る
。
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
の
紀
勢
本
線

の
開
通
で
輪
内
地
区
に
も
鉄
道
が
通
り
、
鉄
道
や
ト
ラ
ッ

ク
便
に
よ
る
陸
上
交
通
の
発
展
、
ま
た
石
油
や
ガ
ス
の

普
及
に
よ
る
炭
や
薪
の
使
用
量
の
減
少
な
ど
も
影
響
し

て
、
だ
ん
だ
ん
と
商
売
を
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
。

熊
野
灘
沿
岸
で
「
漁
師
の
お
る
と
こ
ろ
、
港
が
あ
る

と
こ
ろ
に
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
赤
須
賀
の
船
が
あ
っ

た
」
と
ま
で
い
わ
れ
た
赤
須
賀
船
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

四
十
（
一
九
六
五
）
年
頃
、
九
木
浦
に
通
っ
て
い
た
「
寶

栄
丸
」
が
操
業
を
止
め
、
同
じ
頃
、
神
前
浦
に
通
っ
て

い
た
「
第
八
勢
権
丸
」
が
売
却
さ
れ
て
、
熊
野
灘
沿
岸

か
ら
そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

ギ
」
と
い
っ
た
。
ヒ
ト
ジ
ョ
ウ
ギ
に
約
一
ヶ
月
間
掛
か

り
、
一
年
間
に
十
二
ジ
ョ
ウ
ギ
ほ
ど
熊
野
の
得
意
先
を

ま
わ
っ
て
商
い
を
し
て
い
た
。
帆
や
櫓
を
使
っ
て
航
海

を
し
て
い
た
時
代
は
、
熊
野
ま
で
三
日
か
ら
五
日
掛

か
っ
て
い
た
の
が
、
動
力
船
に
な
っ
て
か
ら
桑
名
と
熊

野
間
を
二
四
時
間
も
あ
れ
ば
十
分
に
航
海
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

桑
名
に
帰
る
と
、
ま
ず
熊
野
か
ら
積
ん
で
き
た
品
物

を
荷
揚
げ
す
る
。
次
に
熊
野
に
持
っ
て
い
く
商
品
を
仕

入
れ
し
て
、
船
に
積
み
込
む
の
に
半
月
か
か
る
。
熊
野

に
着
く
と
、
商
品
の
販
売
や
集
金
、
炭
や
薪
な
ど
の
積

み
込
み
に
半
月
ほ
ど
掛
か
る
の
が
普
通
で
、
赤
須
賀
と

熊
野
そ
れ
ぞ
れ
で
半
月
ず
つ
の
生
活
を
し
て
い
た
。

桑
名
か
ら
運
ん
だ
も
の

熊
野
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の

「
コ
メ
ブ
ネ
」
は
、
注
文
を
受
け
て
桑
名
周
辺
で
手

に
入
れ
、
船
で
運
べ
る
も
の
は
何
で
も
熊
野
に
持
っ
て

行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と

穀 

物
：
米
（
伊
勢
米
、
桑
名
米
、
朝
鮮
米
、
南な

ん

京き
ん

米ま
い

な
ど
）、
麦
、
豆
類
（
大
豆
、
小
豆
な
ど
）
。

野
菜
：
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
。

飲 

料
品
：
酒
（
清
酒
、
焼
酎
、
ビ
ー
ル
な
ど
）、
サ

イ
ダ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
。

調 

味
料
：
醤

し
ょ
う

油ゆ

、
溜た

ま
り
類
、
味み

噌そ

、
酢
、
み
り
ん
、

砂
糖
類
な
ど
。

乗
り
込
ん
で
熊
野
に
出
か
け
て
い
た
。

「
コ
メ
ブ
ネ
」
の
商
売

昭
和
初
期
に
は
、
赤
須
賀
の
「
コ
メ
ブ
ネ
」
は
五
〇

隻
近
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
熊
野
灘
沿
岸
の
得
意
先
の
浦

村
に
月
一
回
の
割
合
で
出
掛
け
、
運
ん
で
き
た
品
々
を

家
々
に
配
達
、
ま
た
商
店
等
に
卸
し
た
り
し
て
い
た
。

昼
間
に
品
物
を
届
け
、
そ
の
代
金
は
、
日
が
落
ち
て

か
ら
土
地
の
人
が
家
に
い
る
の
を
見
計
ら
っ
て
一
軒
ず

つ
訪
ね
て
カ
ケ
ト
リ
（
訪
問
集
金
）
を
し
て
代
金
を
集

め
、
こ
の
と
き
に
次
に
入
港
す
る
と
き
の
注
文
を
受
け

る
、
と
い
う
商
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
集
金
は
、
盆
や
正

月
の
節
季
に
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

五
〇
隻
近
く
あ
っ
た
船
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
先

が
あ
り
、
他
の
船
の
得
意
先
に
販
売
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
鳥
羽
の
坂さ

か

手て

、
今い

ま

浦う
ら

、
本も

と

浦う
ら

、
石い

じ

鏡か

な
ど
は

「
勢
権
丸
」、
志
摩
の
波な

切き
り

、
船ふ

な

越こ
し

、
片か

た

田だ

、
布ふ

施せ

田だ

、

和わ

具ぐ

、
御ご

座ざ

、
浜は

ま

島じ
ま

な
ど
へ
は
「
山
海
丸
」
が
い
っ
て

い
た
。
通
っ
て
い
た
地
名
に
ち
な
ん
で
、
ヨ
コ
テ
（
現

南
伊
勢
町
神か

み

前さ
き

浦う
ら

）
通
い
、
長
島
通
い
、
引
本
通
い
、

尾
鷲
通
い
、
輪わ

内う
ち

通
い
、
木き

の

本も
と

通
い
、
新
宮
通
い
な
ど

と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
は
一
ヶ
所
の
地
区
だ

け
に
通
う
の
で
は
な
く
、
一
隻
で
数
ヶ
所
の
浦
村
に

通
っ
て
商
い
を
行
な
っ
て
い
た
。

ま
た
桑
名
と
熊
野
間
を
往
復
す
る
こ
と
を
「
ジ
ョ
ウ

日 

用
品
：
せ
っ
け
ん
、
マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く
、
線
香
、

畳
、
家
具
類
、
裁
縫
道
具
、
金
物
、
瀬
戸
物
な
ど
。

そ 

の
他
：
燃
料
類
と
し
て
重
油
、
軽
油
、
灯
油
、
揮き

発は
つ

油ゆ

、
マ
シ
ン
油
な
ど
を
一
斗
缶
な
ど
で
運
び
、

発
動
機
付
漁
船
の
燃
料
も
漁
師
た
ち
に
販
売
し
て

い
た
。

熊
野
か
ら
は
薪
や
炭
な
ど
を
仕
入
れ
て
、
船
い
っ
ぱ

い
に
積
み
上
げ
て
、
桑
名
や
名
古
屋
の
業
者
に
販
売
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と

薪 

：
樫か

し

、
イ
マ
メ
（
ウ
バ
メ
ガ
シ
）、
ア
サ
な
ど
の

木
々
を
船
い
っ
ぱ
い
に
積
み
上
げ
て
運
ん
だ
。

炭 

：
備び

ん

長
ち
ょ
う

炭ず
み

、
馬ば

目め

マ
ル
（
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
炭
）、

カ
シ
マ
ル
（
樫
の
炭
）、
ア
サ
マ
ル
（
ア
サ
の
炭
）、

ザ
ツ
マ
ル
（
く
ず
炭
）
な
ど
を
四
貫
目
の
炭
俵
で

船
に
積
み
込
ん
で
運
ん
だ
。

そ 

の
他
：
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
、
ソ
ダ
（
ノ
リ
養
殖

に
使
う
樫
な
ど
の
木
々
）、
サ
ン
マ
や
ス
ル
メ
な

ど
の
乾
物
、
鰹
節
、
コ
ガ
ツ
オ
や
サ
バ
の
削
り
節
、

鰹
の
煮
が
ら
、
夏
ミ
カ
ン
、
石
材
な
ど
も
運
ん
だ
。

赤
須
賀
船
の
衰
退

大
小
合
わ
せ
て
四
〇
数
隻
あ
っ
た
赤
須
賀
の
「
ナ
マ

ブ
ネ
」
は
、
戦
争
に
よ
る
物
資
統
制
、
ま
た
若
者
が
兵

隊
に
と
ら
れ
る
な
ど
し
て
人
手
不
足
と
な
り
、
商
売

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
戦
後
に
な
っ
て
、

魚
商
が
求
め
る
魚
を
注
文
に
応
じ
て
運
ぶ
よ
う
に
な

り
、
魚
を
買
い
付
け
て
販
売
す
る
こ
と
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三

十
四
（
一
九
五
九
）
年
の
紀
勢
本
線
の
全

線
開
通
や
ト
ラ
ッ
ク
便
の
普
及
な
ど
の
影

響
で
、
魚
の
運
搬
で
は
も
う
か
ら
な
く
な

り
、
時
化
の
海
を
航
行
す
る
と
い
う
危
険

を
冒
し
て
ま
で
魚
を
運
ぶ
「
ナ
マ
ブ
ネ
」

は
商
い
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
五
〇
隻
近
く
あ
っ
た
「
コ
メ
ブ

ネ
」
も
戦
時
中
の
物
資
統
制
に
よ
り
品
物

■
参
考
文
献

『
海
で
生
き
る
赤
須
賀

　
聞
き
書
き
　
漁
業
の
移
り
変
わ
り
と
熊
野
行
き
』

赤
須
賀
漁
業
協
同
組
合
　
一
九
九
八
年

赤須賀の「コメブネ」の主な商い先（昭和
初期　古老からの聞き取りにより作成）

「カケトリの思い出」
大正13年２月と記されている写真。

赤須賀船が運んできた薪

早
はい

田
だ

神社の献灯
にある「赤須賀
寶栄丸水谷栄次
郎」の記銘　

昭和16年１月。

尾鷲・九木浦で荷揚げする「寶栄丸」
写真に昭和16年５月の記銘。
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表紙写真 『木曽川の西中野渡船（中野の渡し）』〈提供：一宮市まちづくり部公園緑地課〉

　西中野渡船は、県道羽島稲沢線として一宮市西中野から岐阜県羽島市下中町をつないでいます。木曽川の舟運文化を今日に伝える、

木曽川に残る最後の渡し船です。現在建設中の新濃尾大橋（仮称）が開通すると、西中野渡船は道路としての役割を終えます。

船ちゃんのこぼれ話 第二十四話
ふね
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こ
う

じ

み
ょ
う

も
う

「「土木」という名称 ②」
明治６（1873）年、工業士官（工学技師）の養成機関として、工部寮内に工学校が開校します。英文の学校要覧『CALENDER』

を元に作成された、学則『工学寮学課並諸規則・明治七年二月改正』によると、学課（学科）は、①シビル・インヂヱニール（ヱ＝ゑ＝ウェ）、

②メカニカルインジヱニール（機械）、③電信、④造家術（建築）、⑤実地化学（応用化学）、⑥採砿学（鉱山）、⑦鎔鋳学（冶金）の７つでした。

①は、原語の“civil engineering”のカタカナ表記のようで、「道路橋梁の経営　川港の堤防等　総て土木の術を云う」という説明

文が付記されています。“civil engineering”は、元々は工学全般を含んでいましたが、次第に機械・電気等が分かれ、日本に輸入さ

れた頃は、道や河川などを扱う分野となっていたようです。

明治 30 年頃には、組織名・学問分野、そして“civil engineering”の訳としても「土木」が定着しますが、大正４（1915）年の

土木学会で「土木という呼称の是非」が投げかけられ、それ以後、度々、改名論が起こることとなりました。少しその議論をのぞいて

みましょう。

改名を望む主な理由は、一般の人には「土木」が、何か分からない、イメージが悪い、という２点でした。

何か分からないという点について、「土木」という言葉が示す意味は複雑に変化してきました（図参照）ので、大正の頃は、建築と

土木を一緒くたに思っている人が多かったようです。

それに、「土と木」と言われても、“civil”の訳（「市民の」「民事的」「文明」など）

からみても、内容がよくわかりません。更に、辞書にある説明と技術者の認識に

は温度差がありました。技術者にとって「土木」は、単なる道路工事や公共工事

というものでなく、その目的や行為に強い思いがありました。そして、日本の土

木は、英国学会の“civil engineering”の定義とも違ったようです（英国の定義

の人類の利便のために自然を支配する的な部分でしょうか）。

平成 23（2011）年の土木学会の宣言において、土木の定義は「人々が暮らし、

様々な活動を行うための環境や条件を整えることを通して、よりよい社会へと改

善していく営み」と明記され、短くすると、「市民のための工学」あるいは「市民

の文明的な暮らしのために、人間らしい環境を整えていく仕事」となりました。

（次回へ続く）

　一
宮
市
光
明
寺
の
木
曽
川
堤
に
、
大
き
な
や
ぶ
が
あ
り
、
八
丁
や

ぶ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
度
重
な
る
洪
水
か
ら
堤
を
守
っ
て
き
た

や
ぶ
で
、
伊
勢
湾
台
風
以
前
は
太
い
竹
が
ぎ
っ
し
り
と
生
え
て
い
ま

し
た
。

　か
つ
て
八
丁
や
ぶ
に
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
桑
が
生
え
て
い
ま
し

た
。
大
正
の
中
頃
の
あ
る
日
、
ず
る
賢
い
勘
太
と
い
う
者
が
「
八
丁

や
ぶ
の
大
桑
で
家
具
を
作
っ
て
大
儲
け
し
た
ろ
か
」
と
友
人
た
ち
に

声
を
か
け
、
川
が
増
水
し
た
ら
舟
で
そ
ば
ま
で
行
っ
て
大
桑
を
切
っ

て
運
ぼ
う
と
約
束
し
合
い
ま
し
た
。

　や
っ
て
き
た
大
水
の
日
、
勘
太
た

ち
は
舟
で
や
ぶ
ま
で
行
き
、
月
明
か

り
を
頼
り
に
大
桑
を
切
り
倒
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
舟
に
積
め
る
長
さ
に

切
断
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ

こ
に
は
出
水
で
逃
げ
場
を
失
っ
た
蛇

や
マ
ム
シ
、
ム
カ
デ
に
ネ
ズ
ミ
ま
で

が
び
っ
し
り
へ
ば
り
つ
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
構
わ
ず
に
二
人
が
か
り

で
切
り
続
け
る
と
、
ノ
コ
ギ
リ
音
に

混
じ
っ
て
「
ヒ
ー
ヒ
ー
」
と
悲
鳴
の

よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
よ
う
で
し
た
。
勘
太
た
ち
は
驚
い
て
手
を
休

め
ま
し
た
が
、
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
た
め
再
び
切
り
始
め
る
と
、

今
度
こ
そ
は
女
性
の
啜
り
泣
く
声
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
ま
し
た
。「
や

め
ろ
、
お
化
け
桑
じ
ゃ
ー
」
と
叫
ぶ
が
早
い
か
、
勘
太
た
ち
は
竿
で

土
手
を
一
突
き
し
て
舟
で
慌
て
て
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。

　後
日
、
倒
れ
た
大
桑
を
見
た
村
人
た
ち
は
、
洪
水
か
ら
堤
を
守
っ

た
や
ぶ
の
大
桑
の
精
が
、
切
ら
れ
る
の
を
悲
し
み
泣
い
た
の
だ
と

口
々
に
嘆
い
た
そ
う
で
す
。

参
考
文
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　『
言
い
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え
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六
話
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民
憲
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推
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編
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ぞう　か さいこう ようちゅう

きょうりょう すべ い

や きん

日本の「土木」が示す意味の変化

にしなか の しもなかちょう

す
す

さ
お


